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研　　究　　科 課程博士 論文博士 計
文 学 研 究 科 1 ― 1
経 済 学 研 究 科 8 1 9
理 学 研 究 科 9 3 12
医 学 研 究 科 14 10 24
薬 学 研 究 科 1 2 3
工 学 研 究 科 3 4 7
農 学 研 究 科 8 5 13
人間・環境学研究科 3 1 4
エネルギー科学研究科 2 1 3























































Power Radio Transmission System）の導入を進め
ていたが，このたび，2.45ギガならびに5.8ギガヘル
ツでの実験システムが宇宙太陽発電所研究棟




っている宇宙太陽発電所 SPS (Solar Power Station/
Satellite)を研究するための最新鋭装置として，既設
のマイクロ波エネルギー伝送実験装置 METLAB
(Microwave Energy Transmission LABoratory)と
共に，学際的な SPS研究，産官学共同の SPS研究
の拠点として今後利用されていくことになってい
る。
当日は，松本　紘宙空電波科学研究センター長の
式辞の後，長尾　∏総長や文部科学省研究振興局長
の祝辞（小山晴己同局学術機関課課長補佐代読）を
はじめ，本間政雄事務局長，松岡秀雄 SPS研究会
代表幹事以下，内外の関係者約200名の参加を得，
完成を祝うとともに，感謝状の贈呈やテープカット，
新装置の披露が行われた。
また，引き続き，第２回京都大学宇宙太陽発電所
（SPS）シンポジウムも行われ，「産官学共同研究の
将来と京大と SPS」をテーマに約160名の参加があ
った。本シンポジウムは昨年10月に引き続き行われ
たもので，披露式，シンポジウム共に盛況のうちに
幕を閉じ，新聞報道やTVニュースでも取り上げら
れ， SPS関連の基礎学術技術研究へ内外の関心の
高まりが実感された。
（宙空電波科学研究センター）
宇宙太陽発電無線電力伝送システム披露式及び
第２回宇宙太陽発電所シンポジウム
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1962年のことです。学部時代，
山岳部に属したわたしは，その
年，そのOB団体である学士山
岳会が組織した，パキスタン・
カラコロムの未踏峰サルトロ・
カンリ登頂をめざす登山隊に参
加する機会をもちました。すで
に人文科学研究所の助手になり，いよいよ本格的に
研究に集中しようとしていたときに，ヒマラヤでの
未踏峰に挑む機会が訪れたのです。準備と海外滞在
での数ヶ月，これから走り出そうとしていた研究の
道から逸れて道草を食うことになる。ただ，以前か
らのあこがれは捨てきれず，研究所からの寛大な許
可をえて参加したのでした。そして，その道草でえ
た現地経験は，それまで地中海地域での文献研究を
してきたわたしに，中近東地域への視野を拡げさせ
ることになり，文化人類学的フィールド研究でのそ
の後の実りを，わたしにもたらすきっかけとなりま
した。
そういう忘れがたいカラコロムでのこと，登頂成
功の帰路，私たちはインダスの支流沿いの道を下っ
ていました。川沿いの村々は，アプリコットが実る
一見平和な村でした。しかし村に入ると作物も品種
は貧弱，電気もまともな薬もない。輝く瞳をした子
供は，つぎはぎだらけ，まさにぼろをまとっている。
「もしわれわれが，それぞれの専門知識を結集し，
登山に発揮した協調力で，これらの人々の生活改善
のために努めたら，相当なことができるはずだな」。
ふとわれわれの間で，そのときこういう言葉がつぶ
やかれたのでした。
周知のように高所登山は，良質のテント，通信機
器，食糧，医療など，様々な分野の専門知識と技術
を結集してはじめて成功します。ただ当時十分な開
発がなされてなく，企業の協力のもと，試作・改良
を重ねる必要がありました。幸い，総合大学の山岳
会の強み，隊員をはじめ，会員の中には理・工・
農・医など，それこそ各専門分野の専攻者がいて，
種々の開発がなされました。貧しい村人の有様を見
て発せられたさきのつぶやきの背景には，この総合
的知識集団としてのささやかな自負がこめられてい
たのです。ただ当時，隊員のほとんどは研究生活に
入ったばかりの身分，帰国後，各々は自己の専門分
野での自己実現に向かい，そのつぶやきは，過去の
夢語りとして，記憶の片隅に追いやられたのでした。
そして40年，当時の若き研究者も定年を経て70歳
になろうとする，そんな最近のある日のことです。
当時の隊員で，アフガニスタンの最高峰ノシャック
（7,492ｍ）の登頂者でもある岩坪五郎（農・名誉教
授）が，アフガニスタンへの直接援助も必要だが，
長い目で見た国の自立は知的人材の育成にある。わ
れわれ退役教官が，現地の大学での教育支援をもっ
て，高等教育への貢献ができないかと言いだしたの
です。そして，いまや定年を過ぎた会員に趣旨が伝
えられ，意外にも多くの積極的応答がえられました。
こうして会の一部で，かってつぶやかれた夢語りを
正夢にする動きが始められているのです。
それにしても，なぜこんな動きについて報告した
のか。その理由のひとつは，平均年齢の高まりとと
もに，なお元気盛んな退役名誉教授が増えている事
実，しかもこういった貢献意欲をもちながら，その
情報が専門領域を超えては交流されない事実を思っ
てのことです。もちろん，なお多くの名誉教授が，
ODAや JAICAなどを通じて，高等教育機関での援
助に貢献しておられることは知っています。しかし
それらは，政府援助の枠内でなされがちです。大学
という中立的立場，しかも多分野の専門知識を擁す
る退役教官という枠組みで，高等教育のための多分
野貢献への意欲情報をプールすることができない
か。アフガン計画は，その一つのテストケースとし
てでも実現に向けたい。こんなことを，自分本来の
仕事を続けながら考えています。もしこういった計
画と提言に関心・助言をお持ちの方は，E-mail address:
goandrei@green.an.egg.or.jpに，ご意見をお寄せい
ただきたく思っています。
（たに　ゆたか　元人文科学研究所教授，
平成９年退官，専門は文化人類学）
随想
カラコロムでのある夢語りから
一退役教官の方々への一提言
名誉教授 谷　　　　　泰
1301
京大広報 2002．７　No.570
今にして思う京都大学時代
名誉教授　丸山　利輔
1997年に京都大学を停年退官
し，約半年のリチャージの期間
を経た後，日本大学生物資源学
部に１年半勤務し，その後転職
して，現在の短大に奉職してい
る。停年退官後わずかの間に日
本第一のマンモス大学と多分日
本第一のミニチュア大学を経験したことになり，京
都大学がことさら羨ましくもなり，懐かしくもある。
と同時に現役の時代にこうしておけば良かった，あ
あしておけば良かったと思うことも多い。
京都大学は教官・学生・研究施設の面で私立大学
や短期大学とは格段の差がある。特に教官・学生の
質には格差が大きい。しかし，研究施設，特に建物
のスペースとなると必ずしも大きな差があるとはい
えない。むしろ，短期大学の方が余裕があったりす
る。私立大学で150－170人も学生を相手にマイクを
持ち，専門の講義をする様子を考えてみて下さい。
とても大多数の学生に内容を理解させるような講義
は困難なようです。この点だけでも京都大学の学生
は恵まれているといって良い。京都大学だからこん
なことは当然と考えているかも知れないが，高額の
授業料を支払っている私立大学の学生がこのような
状態であることを，学生諸君には気に留めてもらい
たい。この特権を有意義に活用してもらいたい。短
期大学ではこのような多数の学生を相手に講義をす
ることはないが，一方，教員・学生とも優秀な大学
にはとても叶わないという思い込みが強く，これを
払拭するのは容易ではない。
京都大学では，良き学生，良き教官，良き先輩に
恵まれていたにもかかわらず，この良い条件を十分
に生かしきったかと忸怩たる思いを捨て切れない。
特に，学部長時代には専門を越えて立派な先生に巡
り合え，一言二言の会話の中で多くのことを教えて
いただいた。この先生方が，現在社会の第一線で活
発に活躍されており，今日この頃勇気づけられるこ
とが多い。
他方，学内には優れたいろいろな専門の先生が多
くおられたので，積極的に意見を交換し，研究教育
に生かせば良かったと反省することしきりである。
特に，学問以外の人間関係についても，多くのこと
を学ぶことができた。学園紛争の頃，朝まで付き合
って苦労を共にした先生方とは心からお付き合いす
ることが出来，その後の研究・教育は勿論のこと，
大学の管理運営にも大きな影響を及ぼした。今にし
て思えば，現役の頃，もう少し積極的に他学科・他
学部の教官とおつき合いすればよかったと残念だ。
また，大学院生の研究指導をもう少し時間をかけ，
真剣にやれば良かった。勿論，当時の学生指導に手
を抜いたという思いは無かったが，忙しさにかまけ，
結果的に手を抜いたことになりはしなかったかと心
配である。
今，京都大学の先生方，特に私の在席した学部・
学科の先生方に御願いしたいことは，良き後継者の
養成のために，多忙な中にも学生の研究指導，人間
形成には格段の労力を払い，他大学に優秀な人材を
送って頂きたいということだ。現在の状態では京都
大学や東京大学など中心的な大学から優秀な人材を
送っていただかない限り，良い私立大学や地方の大
学は成立しないような気がする。政府の仕事や学外
の仕事は他の大学の教官に分散して御願いしても良
いが，良い教員の育成は一部の大学にしかできない
ことだ。余人をもって替えがたい重要な仕事を分担
しておられるのですから。
（まるやま　としすけ　石川県農業短期大学学長，
元農学部教授，平成９年退官，専門分野は農業工学）
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洛書
木の下の石碑
金　　文　　京
本部構内，正門を入って時計
台前の広場を左に附属図書館の
方へ行くと，向かって右手に大
きな楠がある。その木の下に石
碑がひとつ立っているのをご存
じだろうか。石碑には次のよう
な漢文による短い文章が刻まれ
ている。
此樹木下祭酒時徳富淇水翁所贈。忽忽二十餘年，
祭酒既捐館，翁亦歸道山。而樹則蔚然日碩茂，使過
者永懷遺愛焉。大正十二年六月下浣，京都帝國大學
總長荒木寅三郎識。
句読点は筆者が便宜上つけたもので，原文にはな
い。これを訓読すると，こうなる。
この樹は木下祭酒の時，徳富淇
き
水
すい
翁の贈るところ，
忽忽として二十余年，祭酒はすでに館を捐
す
て，翁も
また道
どう
山
ざん
に帰せり。しかして樹はすなわち蔚
うつ
然
ぜん
とし
て日々に碩
せき
茂
ぼ
し，過ぐる者をして永
なが
く遺愛を懐
おも
わし
む。大正十二年六月下浣，京都帝国大學総長荒木寅
三郎識
しる
す。
祭酒というのは，昔の中国の都にあった国子監と
いう，今でいえば国立大学に相当する学校の長を言
い，つまり総長のことである。木下祭酒は木下総長，
すなわち京都帝国大学初代総長，木下廣次（明治30
年から40年まで在任）である。徳富淇水は，明治か
ら昭和にかけての言論人，文学者として有名な徳富
蘇
そ
峰
ほう
，蘆
ろ
花
か
兄弟の父，徳富一敬のことで，淇水はそ
の号である。館を捐
す
てる，道
どう
山
ざん
に帰す，はどちらも
死ぬことだが，前者はおもに貴族や高級官僚などに，
後者は在野の人に用いる。つまりこの木は木下総長
の時に徳富一敬の寄付で植えたが，それからあっと
いう間に二十余年が経ち，二人ともすでに故人とな
った，しかし木は日々に大きく茂り，そのかたわら
を通りすぎる人をして故人の遺徳をしのばせてくれ
る，という意味である。書いた人は，第七代総長の
荒木寅三郎（大正４年から昭和４年まで在任），時
は大正十二年六月下浣（下旬）であった。
徳富淇水がなぜ京大に樹木を贈ったのかはさだか
でないが，おそらく彼が木下廣次と同じ熊本県人で
あったことと関係しよう。石碑の裏には「徳富猪一
郎建」とある。猪一郎は蘇峰の名。徳富蘇峰は大正
十二年，『近世日本国民史』によって学士院恩賜賞
をもらっているから，あるいはその記念に父をしの
んで，この碑を立てたものか。「過ぐる者をして永
く遺愛を懐わしむ」とあるが，今や毎日かたわらを
せわしなく通りすぎるあまたの学生，教官，職員の
中に，この碑文を顧みる人がはたしてどれだけいる
であろう。
本部構内は狭い敷地に多くの建物がひしめいて，
お世辞にもいい環境とはいえない。歴史をしのばせ
るモニュメントにもとぼしい。たとえば東大の本郷
キャンパスに，三四郎池や多くの銅像，碑があるの
とは段違いである。しかし東大の銅像が人を威圧す
るようにいかめしく，碑文も美辞麗句をつらねて
仰々しいのにくらべ，この石碑は歳月を経て，まる
で忘れられたかのように人知れずひっそり立ってい
るところが好ましく，木の下にあって「木下祭酒」
というのも巧まざるユーモアが感じられ，「遺愛を
懐う」かどうかは別として愛らしい。最近，構内の
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訃報
雜賀　亞幌 名誉教授
雜賀亞幌先生は，３月19日逝
去された。享年77。
先生は，昭和22年京都帝国大
学理学部化学科を卒業，同大学
大学院，米国イリノイ大学大学
院で学ばれた後，姫路工業大学
講師，同助教授，神戸大学助教授を経て，同40年京
都大学理学部教授に就任し，構造化学講座を担当さ
れた。昭和63年停年により退官され，京都大学名誉
教授の称号を受けられた。
本学退官後は，昭和63年から平成７年まで樟蔭東
女子短期大学教授を努められた。
先生は，核磁気共鳴（NMR）の分野で優れた研
究業績を残された。とくに，化学シフトの理論計算
法を提案し，磁気共鳴スペクトルが分子の構造究明
に重要な役割を果しうることを示した研究は極めて
有名で，多くの論文や著書に引用されている。その
後，多体摂動論を導入し，化学シフトおよび間接核
スピン・スピン結合定数の計算の精密化を試みられ
た。核磁気共鳴の黎明期から理論，実験の両面にわ
たって，基礎的方法の開発に尽力された功績は高く
評価されている。 （大学院理学研究科）
平岡　憲司 原子炉実験所経理課経理掛主任
平岡憲司氏は，５月30日逝去
された。享年54。
同氏は，昭和41年原子炉実験
所に就職され，以来永年にわた
り主に原子炉実験所の経理関係
業務に尽力された。
また，平成９年には，京都大学永年勤続者表彰
（30年勤務）を受けられた。 （原子炉実験所）
このたび，雜
さい
賀
が
亞
あ
幌
ぽろ
名誉教授，平
ひら
岡
おか
憲
けん
司
じ
原子炉実験所経理課経理掛主任，田
た
口
ぐち
義
よし
弘
ひろ
名誉教授が逝去されま
した。
ここに，謹んで哀悼の意を表します。
以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
あちこちではしきりに工事が行われており，大学の
景観は大きく変わろうとしている。この石碑も工事
現場の塀に隠れてしまったが，先日この一文を書く
ため，許可をもらって塀の中に入り，工事責任者に
尋ねたところ，石碑はもとのまま残すということで，
ほっとした。
（きん　ぶんきょう　人文科学研究所教授）
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日誌　2002.５.１～５.31
５月２日　国立大学の法人化に関する全学説明会
７日　セクシュアル・ハラスメント窓口相談員
のための研修会
13日　学生部委員会
15日　京都大学・関西フォーラム
〃 国際交流委員会
24日　同和・人権問題委員会
27日　中国語・中国学に関する図書贈呈式
28日　評議会
29日　博士学位授与式
31日　人権問題対策委員会
田口　義弘 名誉教授
田口義弘先生は，６月１日逝
去された。享年69。
先生は，昭和31年京都大学文
学部を卒業後，同大学院文学研
究科で学ばれた後，青山学院大
学法学部専任講師を経て，同36
年京都大学教養部講師に就任，同39年助教授，同59
年教授を経て，平成４年京都大学総合人間学部に配
置換となり，ドイツ語及び文芸論を担当されるとと
もに，文学部及び大学院文学研究科においてはドイ
ツ文学や宗教論，大学院人間・環境学研究科におい
ては象徴記号論を担当された。平成８年停年により
退官され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。
本学退官後は，近畿福祉大学の教授を務められ
た。
先生のご専門は現代ドイツ文学で，ライナー・マ
リア・リルケ，フーゴー・フォン・ホーフマンスタ
ール及びネリー・ザックスなどの文学や思想の解明
において数多くの優れた業績を残された。とりわけ
リルケ研究の分野においては，この詩人の代表作の
一つ『オルフォイスへのソネット』に関する画期的
な労作によって斯界の第一人者となられた。またマ
ルティン・ブーバーに関する研究を通じて，ユダヤ
思想の解明にも寄与された。さらに先生は，『リル
ケ全集』，『ゲーテ全集』，『ブーバー著作集』，『カロ
ッサ全集』などの翻訳事業に参画され，その優れた
翻訳によって文学や思想の研究に大いに貢献され
た。
また先生は，日本独文学会及び日本エスペラント
学会に所属され，四季派学会の理事，財団法人日独
文化研究所の評議員を長らく務められた。
（総合人間学部）
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文学研究科フォーラムを開催
文学研究科は６月15日（土），京都会館第２ホー
ルにおいて国際フォーラム「京都から世界へ－地の
次なる一歩」を開催した。
長尾　∏総長，紀平英作文学研究科長の挨拶の後，
日本美術研究の権威であるジョン・ローゼンフィー
ルド米国ハーバード大学名誉教授による講演「日本
文化の転生－重源の事跡」が行われ，平家に焼かれ
た東大寺の再興に尽くした俊乗坊重源の事跡を鋭い
視点から考察し，スライドを交えてわかりやすく論
じた。
続いて行われたシンポジウムでは，海外からヴァ
レリー・ハンセン米国イェール大学教授，葛兆光中
国清華大学教授を，また，司会として柏倉康夫放送
大学教授を招き，本学からは中西重忠医学研究科長
のほか佐々木丞平文学研究科教授（附属図書館長），
内井惣七文学研究科教授，伊藤邦武文学研究科教授
を交えての白熱した議論が行われ，詰めかけた一般
市民を含む約800人の参加者は，皆一様に熱心に聴
き入っていた。
なお，本フォーラムの模様は，８月９日（金）午
後11時からNHK教育テレビ「金曜フォーラム」に
て放映される予定である。 （大学院文学研究科）
開会の挨拶を行う瀬戸口館長
話題
総合博物館開館１周年記念行事「総合博物館の展示を語る」を実施
これまでの同館における催しの評判もあり，最終的
には定員をはるかに超える70名の参加者があった。
（総合博物館）
総合博物館では，博物館開館１周年を記念して，
６月１日（土）「総合博物館の展示を語る－文系・
理系教官競演」と題した展示説明会を実施した。
当日は，瀬戸口烈司総合博物館長の開会挨拶に始
まり，展示場中央にあるミューズラボを使用して，
「芦生の森の花と昆虫の共生を語る」，「考古学展示
を語る」，「化石展示を語る」と題して，常設展示の
ハイライトについての解説が行われた。
この解説には，それぞれの展示に造詣の深い博物
館の専任教官があたり，普段の解説パネルからだけ
は伝わらない展示の意味や，展示意図，展示されて
いる研究成果についてのエピソードを交えた解説が
行われた。この広い分野にまたがる専門家を擁する
博物館ならではの企画に，参加者からは，再度の実
施を望む声が聞かれた。
なお，今回は小学５年生以上を対象に募集したが，
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お知らせ
総合博物館特別企画展始まる
総合博物館では，６月１日から９月１日までの間，
「薬と自然誌」と題する特別企画展を開催している。身
近にある「薬」をテーマに選びながら，総合大学である
京都大学の幅広い研究成果を生かし，薬物利用の起源か
ら，動物による薬物の利用，さらにはフェロモンやそれ
を応用した害虫駆除などを紹介している。具体的には，
「人とくすり」「動物と薬」「農業とくすり」「昆虫・植物
とくすり」などの各コーナーを設け，京都大学が有する
生薬類，彩色画，本草書，海外学術調査やフィールドワ
ーク等で得られた調査資料の実物などの展示を行ってい
る。また，本草学の古典の展示から薬という化学物質の
研究の最前線までを，幅広く分かりやすく展示している。
さらに，７月27日と８月３日には，公開講座「薬と自然
誌」が併せて開催される。
なお，詳細は総合博物館のホームページに掲載してい
る。（http://www.museum.kyoto-u.ac.jp/indexj.html）
また，総合博物館の開館時間は，月・火曜日を除く毎
日，９時30分～16時30分までである。（ただし，入館は
16時まで。）
（総合博物館）
本学へ赴任して４年になります。
大学には広報の編集会議を含め少なからぬ数の委員会があり，これらに出席する事は研究の時間を
削られることでもあり，個人的にはあまり好ましくないd雑用eであります。このような，私にとっ
てはd雑用eである委員会に加わり，他の先生方と接しますと，そこにはd京大らしさeがあります。
それは，殆ど全ての教員がd研究好きeであるということです。「どのような御研究をされています
か？」と尋ねると，目を輝かせながら自らの仕事の夢を語られる。そこには必ずといっていいほど，
研究者としての強い個性と情熱が感じられます。
一方，関東の有力大学の先生方は，概して言葉遣いが丁寧で，学会の世話役なども進んでなさり，
それぞれの研究領域の最新の動向（流行）もよく御存知です。機をみて流れに乗る能力にかけては，
本学の先生方の比ではありません。これに対して本学が目指すべきは，時流に媚びることではなく，
学問を熱く語りつづけることにあるのでしょう。
願わくば，本広報がd研究好きのe先生方の知の交流に少しでも役立ち，次の時代を担う若者の心
を奮い立たせることにつながればと思う昨今です。 （吉川記）
編 後 記集
